
 

※次頁のご注意事項を必ずお読みください。 

 

 

 

アセットマネジメントOne株式会社（東京都千代田区、取締役社長 菅野暁、以下「AM-One」）は、子会

社であるアセットマネジメントOneオルタナティブインベストメンツ株式会社（東京都千代田区、取締役

社長 佐々木裕介、以下「AMOAI」）が海外インフラデットファンド第3号を組成したことをお知らせしま

す。 

本ファンドは、2016 年7 月に組成された「Cosmic Blue PF Trust Lily」、及び2018 年10月26 日に組

成された「Cosmic Blue PF Lotus FCP-RAIF」に続き、AMOAI が投資顧問会社として組成・運用するイン

フラデットファンドの第3号となります。 

詳細に関しましては、下記のAMOAIリリースをご覧ください。 

AMOAIのリリースはこちら 

               以上 

2021 年 1 月 25 日 

 

 

アセットマネジメント One オルタナティブインベストメンツ
海外インフラデットファンド第 3 号を組成  

http://www.am-one.co.jp/amoai/
http://www.am-one.co.jp/pdf/amoai/release/16/20210115_AMOAI.pdf
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【投資一任契約にかかるリスクと費用等について】 
投資一任契約に基づく運用におきましては、以下のリスク及びお客さまの費用負担が発生致します。 
●リスクについて 
アセットマネジメントOne株式会社の提供する運用は、株式や債券等の値動きのある有価証券等に投資をしますので、市場
環境（為替市場を含みます）、組入有価証券の発行者に係る信用状況等の変化により損失を被る恐れがあります。 変動要因
としましては、有価証券等の価格変動リスク、金利や金融市場の変動リスク、十分な流動性の下で取引が行えない流動性リ
スク、有価証券等の発行体の信用リスク及びカントリーリスク等の他、外貨建資産に投資している場合には為替変動リスク
があります。このため、ご投資いただく金額について元本保証および利回り保証のいずれもありません。 運用においてデ
リバティブ取引等を利用する場合、当該デリバティブ取引の額が当該デリバティブ取引等について預託すべき保証金等の額
を上回る可能性があります。このため、損失が生じるおそれの他、元本超過損が生じるおそれ、追加的に保証金等の差し入
れが必要となる可能性があります。 当該デリバティブ取引の額の当該保証金等に対する比率については、個々の取引内容
や条件により異なるため事前に示すことができません。 
●費用について 
投資一任契約にかかる報酬として、一般に、契約資産額に対して予め定めた料率の投資顧問報酬が契約期間に応じてかかり
ます。 上記に加え、成功報酬をご負担いただく場合があります。なお、成功報酬については、予め定めた基準等にもとづき
実際の運用実績等に応じて投資顧問報酬が変動するほか、お客さまと別途協議により取り決めさせていただくことから、事
前に計算方法、上限額等を示すことができません。 投資顧問報酬の他に、以下の手数料等が発生致します。 
売買委託手数料等：投資一任契約に基づき、有価証券等の売買等を行う場合は、有価証券等の売買委託手数料等をご契約資
産でご負担いただく場合があります。 
運用報酬等：投資一任契約に基づき、ご契約資産で投資信託等の運用商品へ投資を行う場合は、一般的には、当該運用商品
に係る運用会社の運用報酬（成功報酬が設定されている場合は成功報酬を含みます）、投資信託等の管理報酬、有価証券等
取引に係る手数料、信託事務の処理に要する諸費用、監査費用、法律関係の費用、資産の保管等に要する費用、借入金の利
息等を間接的にご負担いただきます。また、投資信託等の運用商品を換金する際に、信託財産留保額や解約手数料がかかる
場合があります。これらの投資顧問報酬以外の手数料等は、契約内容・資産残高等により変動し、あらかじめその額が確定
していないため、その上限額及び計算方法等を記載することができません。 
※なお、お客さまにご負担いただくこととなる投資顧問報酬及び投資顧問報酬以外の手数料等の合計額、その上限額及び計
算方法等は、契約内容・資産残高等により変動し、あらかじめその額が確定していないため、記載することができません。 
 
 
【アセットマネジメントOneについて】 
アセットマネジメントOne株式会社は、DIAMアセットマネジメント株式会社、みずほ信託銀行株式会社の資産運用部門、
みずほ投信投資顧問株式会社及び新光投信株式会社（以下、総称して「統合4社」）が統合し、2016年10月1日に発足した資
産運用会社です。「投資顧問事業」と「投資信託事業」の双方の事業領域における運用資産残高は約54兆円と国内有数の規
模を誇ります。 

統合4社が長年にわたって培ってきた資産運用に係わる英知を結集し、資産運用のプロフェッショナルとして、グローバル
運用リサーチ体制に支えられた伝統的資産のアクティブ運用や金融工学を駆使した最先端の運用戦略等、個人投資家や機関
投資家の多様な運用ニーズに対し、最高水準のソリューションの提供をめざします。 

ＨＰ：http://www.am-one.co.jp/             ※運用資産残高は2020年9月末時点。 

商 号 等／ アセットマネジメントOne株式会社 

           金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第324号 

加入協会／ 一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会 

 


